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主な記事 ◦学校選択制度の検証結果について　　　　　　　　◦小学校・中学校の統合等について
◦すみだの学校教育研究結果発表会のお知らせ　　　◦大活躍したみなさんを紹介します

　

墨
田
区
の
図
書
館
で
は
、
中
学
生
・
高
校

生
の
職
場
体
験
学
習
の
受
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
あ
ず
ま
図
書
館
に
は
、
４
月
か
ら
11

月
ま
で
の
間
に
、
本
所
中
学
校
、
文
花
中
学

校
、
両
国
高
校
附
属
中
学
校
、
本
所
高
校
の

生
徒
が
２
日
間
か
ら
３
日
間
の
日
程
で
体
験

学
習
に
訪
れ
ま
し
た
。
他
に
も
緑
・
寺
島
・

立
花
・
八
広
の
各
図
書
館
で
も
受
入
れ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

体
験
学
習
で
は
、
ま
ず
、
図
書
館
の
概
要

の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
カ
ウ
ン
タ
ー

で
資
料
の
貸
出
や
返
却
等
の
仕
事
を
行
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
ご
と
に
複
雑
な
ル
ー

ル
や
注
意
点
が
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
の
皆
さ

ん
は
飲
み
込
み
が
早
く
、
正
確
に
仕
事
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
視
覚
障
害
を
持
つ
利
用
者
向
け
の

点
字
を
打
つ
体
験
や
小
さ
い
子
ど
も
向
け
の

工
作
会
の
準
備
、
本
に
保
護
用
の
フ
ィ
ル
ム

を
貼
る
作
業
等
も
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

体
験
学
習
を
終
え
た
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、「
楽
し
か
っ
た
」「
今
ま
で
以
上
に
図
書

館
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
が
、「
仕
事
を
す
る
」
こ
と
に

つ
い
て
感
じ
た
り
考
え
た
り
す
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
今
後
の
学
校
生
活
や
進
路
を
考
え

る
た
め
に
役
立
て
て
も
ら
え
る
こ
と
を
願

い
、
体
験
学
習
の
受
け
入
れ
を
今
後
も
進
め

て
い
き
ま
す
。（
写
真
は
あ
ず
ま
図
書
館
で

の
職
場
体
験
学
習
の
様
子
で
す
）

【
問
合
せ
】
あ
ず
ま
図
書
館

	

☎
３
６
１
２
―
６
０
４
８

受
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
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年
育
成
委
員
長
な
ど
の
地
域
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
、
学
校
選
択
制
度
に
関
す
る
意
見
と
地

域
社
会
へ
の
影
響
の
有
無
等
の
意
見
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

■
学
校
選
択
制
度
の
経
過
と
現
状

　

学
校
選
択
制
度
の
利
用
希
望
者
は
、
小
学

校
で
は
、
導
入
し
た
15
年
度
に
は
17
・
８
％

で
し
た
が
、
20
年
度
は
23
・
７
％
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
も
、
導
入
し
た
14
年
度
の
20
・

８
％
か
ら
年
々
増
加
し
、
20
年
度
に
お
い
て

は
42
・
３
％
と
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
で
は
、「
学
区
の
学
校
」

ま
た
は
「
隣
接
す
る
学
区
の
学
校
」
を
選
択

し
た
数
は
95
・
５
％
に
上
り
、中
学
校
で
は
、

「
学
区
の
学
校
」
ま
た
は
「
隣
接
す
る
学
区

の
学
校
」
を
選
択
し
た
数
は
80
・
６
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

■
制
度
導
入
の
成
果

◦
児
童
生
徒
お
よ
び
保
護
者
の
評
価

　

選
択
の
現
状
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る

と
、
選
択
制
の
活
用
状
況
が
年
々
増
え
て
お

り
、
活
用
し
た
方
の
満
足
度
も
高
い
と
言
え

ま
す
。特
に
中
学
生
で
は
、選
択
に
当
た
っ
て

学
校
の
特
色
や
部
活
動
を
重
視
し
、
直
接
学

校
に
足
を
運
ぶ
な
ど
し
て
教
育
方
針
や
特
色

を
確
認
し
て
選
択
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、学
区
の
学
校
を
選
ん
だ
方
も
、
近

所
の
友
達
と
の
関
係
や
地
域
と
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
高
い
満
足
度
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、選
択
制
を
活
用
し
た
、
ま
た
は

活
用
し
な
か
っ
た
こ
と
で
不
都
合
は
な
い
、

と
答
え
た
比
率
は
極
め
て
高
く
、
子
供
の
個

性
や
個
別
の
事
情
に
合
っ
た
学
校
が
選
べ
る

と
い
う
当
初
の
目
的
は
達
成
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

◦
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

　

各
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
目
標
と

指
導
の
重
点
、
学
校
経
営
方
針
な
ど
を
明
確

に
す
る
と
と
も
に
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
内

容
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
究
協
力
校
・
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
推
進
校
の
指
定
を
受
け
、
教
職
員
一
丸

と
な
っ
て
学
校
の
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
児
童
生
徒
の
状
況
を
踏

ま
え
、
校
長
が
各
年
度
の
学
力
向
上
策
や
授

業
改
善
計
画
を
策
定
し
、
補
助
金
等
を
活
用

し
な
が
ら
そ
の
実
現
に
取
り
組
む
な
ど
、
選

ば
れ
る
学
校
づ
く
り
に
向
け
努
力
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
全
校
で
学
校
運
営
協
議
会
が
設
置

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
意
見
を
学
校
運
営
に

反
映
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

■
検
証
の
方
法

◦
統
計
資
料

　

学
校
選
択
制
度
導
入
当
初
か
ら
収
集
し
て

い
る
数
値
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、制
度
の
活
用
状

況
及
び
傾
向
等
の
実
態
を
検
証
し
ま
し
た
。

◦
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　

例
年
実
施
し
て
い
る
小
学
校
１
年
生
及
び

中
学
校
１
年
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
、
今

回
の
検
証
に
あ
た
っ
て
、
新
た
に
小
学
校
２

年
生
及
び
中
学
校
２
年
生
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
、
学
校
選
択
制
度
に
関
す
る
意
見
を
伺

い
ま
し
た
。

◦
地
域
関
係
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　

町
会
・
自
治
会
長
、
青
少
年
委
員
、
青
少

■
制
度
の
課
題
と
今
後
の
対
応

　

検
証
の
結
果
、学
校
選
択
制
度
は
、保
護
者

の
皆
さ
ん
の
間
に
定
着
し
て
い
る
ほ
か
、制
度

導
入
の
趣
旨
に
対
す
る
地
域
の
方
々
の
理
解

も
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
制
度
導
入
の
目

的
は
達
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
①
通

学
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
安

全
に
不
安
が
あ
る
②
風
評
・
伝
聞
な
ど
で
学

校
が
選
択
さ
れ
、
学
校
間
格
差
も
生
じ
て
い

る
③
子
供
会
や
町
会
・
自
治
会
活
動
に
影
響

が
あ
る
、
な
ど
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
不
安
を
払
拭
す
る
努
力

を
し
て
い
き
ま
す
。

◦
小
学
校
で
の
登
下
校
の
通
学
時
間
短
縮
や

地
域
で
子
供
た
ち
を
見
守
る
と
の
視
点
に
立

っ
て
、
９
割
を
超
え
る
小
学
生
が
「
学
区
の

学
校
」ま
た
は「
隣
接
す
る
学
区
の
学
校
」を

選
択
し
て
い
る
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、
制

度
の
運
用
に
関
す
る
改
善
を
検
討
し
ま
す
。

◦
学
校
の
特
色
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
学
校
公
開
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
充

実
を
図
り
、
学
校
に
関
す
る
情
報
を
さ
ら
に

積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　

　

ま
た
、
学
校
行
事
や
地
域
行
事
に
は
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
、
学
校
と
地
域
と
の
連
携
強
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◦
学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、
児
童

生
徒
の
適
正
規
模
の
維
持
、
学
力
・
体
力
等

の
向
上
な
ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
学
校
の
施
設
等
の
整
備
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

　

※
報
告
書
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
区

内
図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
学
務
課
事
務
担
当
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学校選択制度利用希望状況（学校選択締切り時点の選択状況の推移）
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学
校
選
択
制
度
の
検
証
結
果
に
つ
い
て

　

学
校
選
択
制
度
は
、
中
学
校
で
は
平
成

14
年
度
、
小
学
校
で
は
平
成
15
年
度
に
導

入
し
ま
し
た
。

　

学
校
選
択
制
度
を
導
入
し
た
目
的
は
、

実
際
に
入
学
す
る
児
童
生
徒
や
保
護
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
事
情
に
合
っ
た

学
校
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
力
の
向

上
や
安
定
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う

な
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
選
択
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学

校
自
体
も
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
努

め
、
魅
力
あ
る
教
育
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
も
ね
ら
い
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
選
択
制
度
を
導
入
し
一
定
の
期
間

が
経
過
し
た
こ
と
や
、
地
域
の
活
動
に
影

響
が
生
じ
て
い
る
と
の
ご
意
見
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
状
を
調
査
し
制
度
の
目
的
が

達
成
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
、

報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

　

本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
新
た
な
区
立
学

校
適
正
配
置
等
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、
梅

若
小
学
校
と
堤
小
学
校
及
び
向
島
中
学
校
と

鐘
淵
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、
学
校
関
係

者
や
地
域
の
代
表
の
方
々
と
協
議
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
統
合
の
基
本
的
な
考
え
方
が
ま

と
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
次
の
と
お
り
教
育

委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

■
統
合
の
内
容

▽
梅
若
小
学
校
と
堤
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

　

○
両
校
を
統
合
し
、
平
成
23
年
４
月
１
日

に
新
校
を
開
校
し
ま
す
。

　

○
統
合
新
校
の
位
置
は
、
現
在
の
梅
若
小

学
校
（
墨
田
２
―
25
―
１
）
の
位
置
と
し

ま
す
。

　

○
現
梅
若
小
学
校
校
舎
を
平
成
22
年
度
に

増
築
す
る
予
定
で
す
。

▽
向
島
中
学
校
と
鐘
淵
中
学
校
の
統
合
に
つ

い
て

　

○
両
校
を
統
合
し
、
平
成
25
年
４
月
１
日

に
新
校
を
開
校
し
ま
す
。

　

○
統
合
新
校
の
位
置
は
、
現
在
の
堤
小
学

校
（
堤
通
２
―
19
―
１
）
の
位
置
と
し
ま

す
。

　

○
現
堤
小
学
校
校
舎
を
平
成
23
～
24
年
度

に
改
築
す
る
予
定
で
す
。

■
通
学
区
域
の
変
更

　

統
合
に
伴
い
、「
新
た
な
区
立
学
校
適
正

配
置
等
実
施
計
画
」
で
定
め
る
平
成
23
年
度

の
通
学
区
域
の
変
更
は
、
小
学
校
は
計
画
ど

【墨田区のホームページ】
http://www.city.sumida.lg.jp

お
り
平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
、
中
学
校
は

向
島
中
学
校
と
鐘
淵
中
学
校
の
統
合
時
期
に

合
わ
せ
平
成
25
年
度
か
ら
の
実
施
に
変
更
し

ま
す
。

■
今
後
の
予
定

　

地
域
や
保
護
者
等
に
よ
る
統
合
地
域
準
備

会
及
び
両
校
の
教
員
を
中
心
と
す
る
統
合
学

校
準
備
会
を
組
織
し
、
統
合
に
関
す
る
諸
課

題
（
校
名
、
校
歌
、通
学
路
、両
校
交
流
事

業
等
）に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
統
合
が
円

滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
魅

力
あ
る
学
校
と
な
る
よ
う
統
合
の
具
体
化
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】	

庶
務
課
区
立
学
校
適
正
配
置
担
当
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昨
今
子
ど
も
た
ち
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件

が
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会

で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
生
活
を
守
る

た
め
、
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
携
帯
電
話
を
使
っ
た
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム

　

墨
田
区
立
の
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

に
通
う
園
児
・
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
う

ち
希
望
す
る
方
に
、
不
審
者
情
報
や
事
件
・

事
故
の
発
生
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
幼
稚
園
・
学
校
か
ら
は
事
故
に
対
す
る

個
別
対
応
等
も
発
信
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
登
録
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
登
録
方
法
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
幼
稚
園
・
学
校
を
通
じ
て

配
付
し
た
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

区
立
小
・
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
「
土

曜
補
習
教
室
」
等
で
児
童
・
生
徒
の
指
導
に

御
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】

　

▼
小
学
校
又
は
中
学
校
の
普
通
教
員
免
許

状
が
あ
る
方（
取
得
見
込
み
の
方
を
含
む
。

将
来
、
教
員
を
志
望
す
る
短
大
生
・
大
学

生
等
も
可
）

　

▼
普
通
教
員
免
許
状
に
代
わ
る
資
格
が
あ

り
、
国
語
・
算
数
・
数
学
・
英
語
の
い
ず

れ
か
の
指
導
が
可
能
な
方

【
主
な
協
力
内
容
】

　

▼
プ
リ
ン
ト
学
習
の
補
助
指
導
と
採
点

　

▼
児
童
・
生
徒
の
学
習
相
談
へ
の
対
応

　

＊
募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
が
、
人
材

登
録
で
す
の
で
、
直
ち
に
協
力
を
お
願
い
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
す
み
だ
教
育
研
究
所
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平
成
20
年
12
月
25
日
、
石
原
一
丁
目
町
会

婦
人
部
（
婦
人
部
長　

横
井
明
子
氏
）
か
ら
、

墨
田
育
英
会
に
20
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
当
婦
人
部
か
ら
は
、
平
成
８
年
度
か
ら

毎
年
寄
付
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
奨
学
生
が

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
大
き
な

支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■「
子
ど
も
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

登
下
校
時
等
の
子
ど
も
の
安
全
の
た
め

に
、通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
見
守
り
活
動
、

あ
い
さ
つ
運
動
等
を
行
う
「
子
ど
も
学
校
安

全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

無
理
の
な
い
範
囲
で
「
子
ど
も
学
校
安
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
し
込
み
先
は
各
学
校
に
な
っ
て

お
り
、
お
願
い
す
る
内
容
も
学
校
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
近
く
の
学
校

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
庶
務
課
庶
務
・
教
職
員
担
当
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　卒業証書の発行年月日や生年月日
については、元号を原則としていま
すが、保護者の方の希望があれば西
暦で発行します。
　また、外国籍の方は、氏名につい
ても本人の意思が尊重されますの
で、記載方法については、学校にご
相談ください。

卒業証書の
西暦記載等について

「
梅
若
小
学
校
と
堤
小
学
校
」

「
向
島
中
学
校
と
鐘
淵
中
学
校
」

の
統
合
等
に
つ
い
て

募
集
し
て
い
ま
す

ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

～
墨
田
育
英
会
に
寄
付
～

子
ど
も
の
安
全
を

守
る
た
め
に



− �−

　

特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒

の
卒
業
を
祝
っ
て
合
同
送
別
会
を
行
い
ま

す
。
全
員
が
参
加
し
、
劇
や
楽
器
演
奏
を
行

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
場
ア
ト
リ
ウ
ム
で
は
、
児
童
・

生
徒
が
一
人
ひ
と
り
の
課
題
に
合
わ
せ
て
作

成
し
た
作
品
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

【
日　

時
】	

２
月
20
日
（
金
）
午
前
８
時
50

分
～
正
午

【
会　

場
】	

曳
舟
文
化
セ
ン
タ
ー

【
申
込
み
】	

当
日
直
接
会
場
へ

【
問
合
せ
】	

学
務
課
給
食
保
健
・
就
学
相
談

担
当
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区
立
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級

合
同
送
別
会
を
開
催

　下記のとおり、「特色ある学校づくり推進校実践発表会及
び開発的学力向上プロジェクト報告会」を行います。お気
軽にお越しください。

【日　時】１月30日（金）
	 午後１時30分受付　午後２時00分開始
【会　場】すみだ生涯学習センター（２階ホール）
【内　容】⑴特色ある学校づくり推進校実践発表会
	 　実践発表６校
	 ⑵開発的学力向上プロジェクト報告会
　　　	 　平成20年度事業報告
【問合せ】	⑴指導室　☎5608−6307
	 ⑵すみだ教育研究所　☎5608−6621

すみだの学校教育の研究結果を発表します

　地球温暖化を防止するために、墨田区の行政活動の中で、
電気・ガス・水道の使用割合が高い学校でもエネルギーの
使い方の見直しが必要になっています。そこで、６月から
９月の間、児童・生徒・教職員の皆さんの協力により省エネ
に取組む「すみだ版『フィフティ・フィフティプログラム』」
のモデル事業に、柳島小学校と立花中学校が参加し、学校
のエネルギー使用量を減らすとともに環境学習に取り組み
ました。

「フィフティ・フィフティプログラム」とは
　公立学校において、児童・生徒や教職員が協力して省エネ
活動を行い、節減した光熱水費を全て自治体の財政に戻すの
ではなく、半分を学校に還元するという仕組みです。環境学
習を行いながら、自治体の経費を削減し、地球温暖化防止に
も貢献する「一石三鳥」のプログラムとして評価されています。

【
立
花
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が

作
成
し
た
環
境
ポ
ス
タ
ー
】

■はたらく消防の写生会
消防総監賞 横 川 小 学 校 1年 木下優希さん

■全国小・中学生俳句大会一茶祭り
秀逸 中 和 小 学 校 3年 成田美帆さん

■中学生の税に関する作文コンクール
国税庁長官賞「私たちの税金」 本 所 中 学 校 3年 水野真祐子さん
税務署長賞　「感謝の気持」 本 所 中 学 校 3年 中川優希さん
全国納税貯蓄組合連合会優秀賞 吾嬬第二中学校 3年 岡本智夏さん

■全日本中学校通信陸上競技東京都大会
１年男子走幅跳　優勝 両 国 中 学 校 1年 陳    嘉偉さん

■関東中学校水泳競技大会
400m自由形　優勝（4分15秒55） 両 国 中 学 校 2年 鷲尾春紀さん

■全国中学ナックル選手権競漕大会
優勝（女子） 錦 糸 中 学 校 有田、石川、小林、高田、関位さん
三位（女子） 錦 糸 中 学 校 佐伯、柴田、佐々木、杜、水野さん
三位（男子） 錦 糸 中 学 校 木村、大山さん

大活躍した皆さんを紹介します

　小学３年生から高校３年生までで構成される、「すみだ少年少女
合唱団」の団員約80人が、定期演奏会を開きます。今年は「お菓
子の家」で有名な「ヘンゼルとグレーテル」を、すみだ版合唱組
曲でお送りします。可愛い踊りや、曲間の寸劇などもお楽しみい
ただけます。
　日ごろの練習成果の集大成として、心を合わせて歌う清らかな
ハーモニーをお楽しみください。
【日　　時】３月15日（日）開演午後２時半（開場午後２時）
【会　　場】曳舟文化センター（ホール）（京島１−38−11）
【曲　　目】「ヘンゼルとグレーテル」「二億年ずつ23回」
【賛助出演】Chor June
【費　　用】無料　
【定　　員】先着580名
【申 込 み】当日直接会場へお越しください
【問 合 せ】生涯学習課青少年担当　☎5608−6311
※すみだ少年少女合唱団は、団員も募集しています。お気軽にお問い合
わせください。

　すみだ郷土文化資料館では、区民の方から寄贈・寄託された江戸
時代から現代までの雛人形展を開催しています。次郎左衛門雛や
享保雛、古今雛など、歴史的・美術的にも価値の高い江戸時代の雛
人形や、墨田区登録有形文化財で芥川龍之介ゆかりの「芥川家旧
蔵雛人形」など、明治時代から現代までの雛人形を展示しています。
　また、ミニコーナー展示「雛屏風の世界」では、江戸時代の雛
屏風を紹介しています。
【日　時】１月31日（土）～３月29日（日）
	 午前９時～午後５時　＊入館は午後４時半まで
	 ※毎週月曜日・第４火曜日は休館（祝日のときは翌日）
【会　場】すみだ郷土文化資料館（向島２−３−５）
【観覧料】個人＝100円、団体（20人以上）＝80円
	 ※中学生以下と身体障害者手帳・愛の手帳をお持ちの方は無料
【問合せ】すみだ郷土文化資料館　☎5619−7034

すみだ少年少女合唱団　「第24回定期演奏会」

特集展示「資料館で雛まつり～墨田区に伝わる人形たち～」

約１トンのCO2（二酸化炭素）を減らしました!
～フィフティ・フィフティプログラム～

約１トンのCO2（二酸化炭素）を減らしました!


